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研究成果の概要（和文）：新規の外来生物ツマアカスズメバチの基礎生態と本種が引き起こす諸問題に関する調
査を実施した。本種はわずか2年で対馬南端部を除く全島に分布を拡大したことを明らかにした。ミツバチに対
する選好性が強く、効果的にミツバチを襲うことも示したが、ミツバチ巣への打撃は限定的で巣を滅ぼしたりミ
ツバチの減少を引き起こすことはないと判断した。俊敏性に優れ捕食能力が高いことも判明したが、現時点では
種間競争のレベルは低いことも示した。また本種に関する知見と問題点をウェブサイト上に公開した。本種に関
する潜在的な生態系への悪影響、その高い増殖率、そして人への刺傷被害防止の観点から、日本本土への侵入を
阻止する必要性がある。

研究成果の概要（英文）：This study mainly focused on ecology of a newly recorded invasive species, 
Vespa velutina, and also on issues that the hornet could evoke. The hornet, first recorded from a 
northernmost part of Tsushima Island, was found to extend its distribution almost over the whole 
island within 2 years of invasion. The hornet was shown to prefer to prey on honeybees, having an 
ability to locate the bee hive. Also, the hornet employed multiple predation tactics to hunt 
honeybees, which allowed it to prey on honeybees very effectively. There was however no evidence 
that the invasive hornet could negatively affect honeybee populations in the island. The hornet was 
shown to be a superior predator among Vespa hornets due to its high flight capability but no 
evidence was found that the hornet negatively affected native hornet community. The website about 
this invasive species was opened to stress the importance of interrupting the expansion of Vespa 
velutina into mainland Japan.
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１． 研究開始当初の背景 
 
 ツマアカスズメバチは中国南部原産であ
るが、2000 年代に入り韓国とヨーロッパに
侵入・定着し、分布を拡大するとともに個体
数を増大させ様々な問題を引き起こしてい
る。本種の侵入後、人が攻撃され刺されるな
どの被害が生じているほか、生態系や養蜂業
へも悪影響が出ること懸念されている。その
ため侵略的外来種として認知されるに至っ
ていた。残念ながら本種は、2013 年に長崎
県対馬においても発見され、その定着が危惧
されると同時に、日本本土への侵入も警戒す
る必要が生じていた。一方、ツマアカスズメ
バチに関する基礎的な知見や実際に起こり
うる被害についてはよく整理されていない
状態であった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究課題は、ツマアカスズメバチの生態
を解明し、その定着と分布拡大に伴い生しう
る諸問題(生態系、伝統養蜂、人への刺傷被害) 
を評価することを主目的とする。  
 そして、本種の生態、行動、生活史特をま
とめることにより、日本本土への侵入阻止の 
ための方策と対馬における本種の根絶方法
の検討に必要不可欠な情報を提供すると同
時に、ツマアカスズメバチの各種特性や危険
性について、一般市民と行政向にウェブサイ
トやパンフレットを活用し、情報公開を行う
ことも目的としている。  
 
３．研究の方法 
 
 行動と捕食対象を調査することで生態系
への影響評価を、ニホンミツバチの巣での捕
食行動や活動を詳細に分析することにより
養蜂業への影響評価を、行う。同時に養蜂家
などにアンケート調査を実施し、刺傷被害の
有無やミツバチコロニーの減少傾向を明ら
かにする。 
 また、侵入経路を明確にするため、ツマア
カスズメバチの越冬場所に関する調査を実
施する。乗船許可が得られれば、貨物船(木
材運搬船)などで越冬女王蜂の混入の可能性
を探る。さらに韓国の都市部でツツマアカス
ズメバチの発生状況などを調査し、日本本土
に侵入した場合に起こりうる状況について
考察する。 
 
４．研究成果 
 
 対馬と韓国におけるツマアカスズメバチ
の発生状況を調査した。その結果、2014 年か
ら 2015 年の 2 年間で、対馬における調査地
の大部分でツマアカスズメバチの分布拡大
と個体数の増大が確認された。2016 年以降は、
全体的には分布の拡大がやや遅くなり、また
地域によっては個体数の減少が認められた。

また個体数の減少と相まって、2016 年までは
対馬南部への分布拡大も確認できなかった
が 2017 年では厳原周辺でもツマアカスズメ
バチが確認されるようになった。分布拡大の
遅延理由として環境省による駆除事業の効
果が考えられた。 
 一方、ツマアカスズメバチが減少したにも
かかわらず、ニホンミツバチが減少した地域
が多く、ミツバチの減少がツマアカスズメバ
チの発生状況とリンクしていないことが確
認できた。 
 さらに、ミツバチや他土着生物への影響を
評価するため、ツマアカスズメバチの採餌行
動を詳細に調査した。その結果、本種が土着
で系統学的に極近縁なキイロスズメバチよ
り、狩りがうまく、花上の獲物を狩るために
必要な時間が三分の一程度であることや、ミ
ツバチ巣前での狩りの成功率が非常に高い
ことを明らかにした。またどのような植物を
訪花するのかについても明らかにした。 
 冬期における野外調査により、ツマアカス
ズメバチ女王が他のスズメバチ同様に自然
林内（ただし二次林）の朽ちた切り株や倒木
内、あるいは植林地周辺に放棄され時間が経
過した廃材内で越冬していることを初めて
確認した。さらに１箇所に複数個体がまとま
って越冬している事例も１例であるが確認
した。これらの結果から、越冬場所を求めて
いたツマアカスズメバチ新女王が廃材や木
材の隙間などに潜り込んで、それが日本など
へと持ち込まれる可能性が示唆された。 
 海外における調査により、韓国や台湾のツ
マアカスズメバチは対馬に侵入したツマア
カスズメバチと同様な環境に見られ、温暖な
地域の比較的開発が進んだ環境や二次林な
どに多産するのに対して、インドネシアでは
むしろ標高が高めでむしろ気温が低い場所
の方が多いことが判明した。ツマアカスズメ
バチはアジアに広く分布するが地域により
生息環境の選好性が異なる可能性がある。日
本や韓国に侵入した個体群はアジアの温暖
な地域を好むタイプなのかもしれない。 
 加えて、九州本土に位置する北九市内でツ
マアカスズメバチとその巣を確認した。この
成果は、日本本土からの初めての正式記録と
して発表した。その後、同地域において継続
調査を行ったが再発見には至らず、九州本土
への定着は失敗に終わった可能性がある。 
 また、2017 年秋には長崎県壱岐においても
新規侵入情報があった。このため直ちに壱岐
においても緊急の調査を行った結果、壱岐北
東部の狭い地域においてであるが、本種を確
認した。一方、壱岐において、ミツバチ巣へ
の来襲有無、花や果実への来訪数、ベイトト
ラップによる誘引を調査したが、ツマアカス
ズメバチ個体数が非常に少なく、侵入のごく
初期の段階であると結論した。 
 さらに侵入初期時の速やかな巣の撲滅を
計るため、巣場所を特定するための簡易法を
考案した。その手法を対馬と壱岐で実施した



結果、壱岐において営巣しているツマアカス
ズメバチの巣は唯 1 個のみであろうことと、
おおよその巣場所を特定することができた
(巣は環境省の委託を受けた業者によって予
想地点からすこし離れたところから発見さ
れた)。 
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